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概要 

Abstract 

  
骨や歯など硬組織の発達には、細胞周囲で遊離のカルシウムイオンと

リン酸の蓄積が必要とされますが、軟組織ではこれらのイオン濃度を低
下させ、組織を硬化する原因物質、リン酸カルシウムの生成を阻害する仕
組みが活発に機能します。軟組織が“しなやか”に本来の生理機能を営む
ために、細胞内で生成したATPが基質となり細胞膜上でピロリン酸へと変
化し、細胞周囲の遊離カルシウムイオンとリン酸の結合を阻害する反応
が進行するためです。我々はこの仕組みがビタミンD作用で増強するこ
と、ATP産生・エネルギー代謝が極めて活発な筋組織でも機能しているこ
とを見出し、ビタミンDやリン酸化合物による運動機能調節経路として注
目しています。周知のとおり、ビタミンDはカルシウム利用に欠かせない
要素として、体内のカルシウム出納を正に保ち、骨の発達を促進します。
一方、骨と共に運動器を構成する骨格筋の機能に対しビタミンDは促進的
に働くと報告されているものの、ビタミンDの強力なカルシウム代謝調節
作用と切り離して評価することは困難でした。そこで、我々は筋組織特異
的にビタミンD作用を欠くマウスモデルを作出し、ATP-ピロリン酸動態を
介して筋運動を活発化するメカニズムの一端を明確化することに成功し
ました。本セミナーでは、このしくみを運動器機能維持にどの様に適用す
べきか、成果の応用範囲などについて議論を深めたいと思います。 
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